
６．米国環境保護庁（USEPA）の事例 

 

米国環境保護庁（USEPA）では、需要家の給水管が鉛管であると考えら

れる場合、飲料水の鉛濃度を低減させるために、以下に示すような広報

活動を行うよう、各事業体に指導している。 
 

 

飲料水中の鉛を低減化する方法 

 

１．蛇口からフラッシングしてください。 

大部分のお客様の場合、水道水のフラッシングはご家族の健康を守る

のに役立つ簡単で安上がりな方法です。通常、フラッシングに使用す

る水量は１～２ガロン未満で、１ヶ月当り数セントにすぎません。給

水栓の水が６時間以上使用されないままのときは常に、飲用や料理に

使用する前に蛇口から水を流してフラッシングしてください。水道水

が配管中に滞留する時間が長いほど、含まれる鉛の量が多くなります。

お客様のビルはほぼ間違いなく水道本管まで鉛製の給水管であると思

われますので、冷水栓からの水温がかなり変化した後さらに約１分間

水を流してから飲用するのがよいでしょう。水を節約するため、２本

のボトルに蛇口フラッシング後の水を取り、できれば皿洗いや植物へ

の水やりには最初のフラッシング水を使用してください。 

２．料理や飲用には冷水だけを使用してください。 

温水栓からの水を使って料理したり、温水栓からの水を飲用したりしない

でください。冷水よりも温水のほうが鉛の溶出が早くなります。温水が必

要な場合は、冷水用蛇口からの水をレンジで加熱してください。 

 

３．給水栓ストレーナから定期的にゴミを取り除いてください。 

最近の鉛製給水管の布設替えによって給水栓のストレーナにたまってい

る遊離した鉛半田やゴミを除去してください。これは、すべての蛇口から

給水栓ストレーナを取り外して水を３～５分間流すことで実施できます。

その後は、定期的にストレーナを取り外し、時間とともにたまったゴミを

洗い流してください。 

 
 
 
 
 



４．家庭用浄水器を取り付けてください。 

蛇口直結型  このタイプの家庭用浄水器は、各浄水器で浄水されるのが直結

された給水栓から流れる水だけであるという点で限定されており、また定期

的な規則正しい保守と交換が必要です。逆浸透方式や蒸留方式の浄水器は、

効果的に飲料水から鉛を除去することができます。活性炭方式の浄水器にも

蛇口での鉛濃度を低減できるものがありますが、鉛低減化についてのすべて

の主張は調査すべきでありましょう。その一つの方法は、全米衛生財団（Ｎ

ＳＦ）マークを探すことです。 

 

ＮＳＦでは、飲料専用型浄水器のような製品について、製品が製造者の主張も

含め特定の基準に適合しているかどうかを判定するために試験と検証を行な

っております。ＮＳＦの基準に合格した製品はＮＳＦマークをつけることがで

きます。飲料専用型浄水器についてもっと知りたい場合には、ＮＳＦ（８００

－ＮＳＦ－８０１０）に問い合わせるか、ＮＳＦのインターネットサイトｗｗ

ｗ．ｎｓｆ．ｃｏｍにアクセスしてください。 

 

カウンタートップ据置型  現在、このタイプの浄水器はたいていの家庭用品店

やデパートに広く出回っています。ＮＳＦの試験基準に合格した浄水器にはや

はりＮＳＦマークが表示されます。製品の使用法とフィルターの交換要領を守

ることが重要です。フィルターを推奨寿命よりも長期間そのままにしておく

と、実のところ、フィルター内に堆積するため鉛やその他の汚染物質の濃度が

高くなります。また、細菌汚染物質が堆積する可能性があります。 

 

５．飲料及び料理用にはボトル水を購入してください。 

 

６．給水栓のような屋内配管類を交換してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



鉛給水管布設替計画に関する Q&A の例 

 
１． 千葉県の例 
 

「鉛の水質基準強化・鉛給水管の布設替」 
（問－1） 鉛の水質基準が強化されると聞いたが、問題ないか。 
（答－1） 将来（平成 15 年予定）鉛水質基準が 0.01mg/l 以下に 

強化される予定であると聞いている。 
 当局では、将来の基準強化に対しても対応は図れると判

断している。 
※ なお、当局では、より確実に安全な水道水を供給する

ため、次の対応を進めております。 
１． 鉛の溶出を抑制するため、水道水を中性からアルカ

リ側に調整する。これにより、鉛管の内面に酸化皮

膜が形成され、溶出を抑えられる。 
２． 安全に水道水をご利用いただくための広報を実施

する。 
３． より安全な水道水を、供給する観点から、長期的対

応として、鉛給水管の更新に取り組みます。 
 
（問－２） 鉛管はすべて更新してくれるのか。 
（答－２） 配水管の分岐部より量水器周りまでに使用されている鉛管

について、当局で更新します。 
※ メータより先に設置されている鉛管については、お客様で

対応願います。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２ 東京都の事例 
 

 


